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研究員
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大前提として
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教員

主語は誰か？
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研究員

図書館員

大前提として

学生

教員

何をする主体か？
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1
図書館に
とっての
知識発見の
理想形とは？
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図書館が主語になれるところ：集める

• 所蔵資料の集約
• 自機関の研究成果公開

＋新たな役割への対応
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https://www.lib.hokudai.ac.jp/learning_and_teaching/teaching_support/
custom-made/freshman_guidance/r3/r3-online/
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• 紙の資料
• 電子資料
• オープンアクセス資料
• 研究データ

etc…

資料・ユーザーの多様性

ワンストップの難しさ
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研究に必要なので、この資料の
購入を希望します。

その本、既に所蔵しています…。

この資料も購入お願いします。

はい！発注します！

その資料、オープンアクセスになって
いるようです…。
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ワンストップ
Articles、Books、Dissertations、
KAKEN、IRDBなどを網羅的に

イージーアクセス

CiNii Research ディープサーチ

便利になった！

関連するデータ・文献・プロジェクトなどまで

と感じるけれども、ほんとうに？

シンプルな横断検索で
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2
利用者に
とっての
知識発見の
理想形とは？
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利用者は、理想とする
かたちで知識（情報）
に出会えているか？

• 欲しいものを確実に、手早く
• 曖昧なイメージに輪郭がつく

＋未知の知識との出会い
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3
大学図書館に
おける
知識発見の
理想形とは？
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学術情報が本来持つつながりを生かして
多様なユーザーの、多様なニーズに応える
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図書館の役割？

知識発見への誘い

使い方ガイド、未知の知識
との出会いの一助に

エンドユーザーの声を
開発者に届ける。時々は
自分もユーザーになる。

架け橋

メタデータの充実による
ディープサーチへの貢献

大河を成す一滴

目の前のユーザーの要望も、
学術情報流通の全体像も

木を見る、森も見る

１５



１６



１７



１８



Thank you 
for 
listening.
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